
(57)【要約】

【課題】　複合針を使用してパイル編目を形成すると同

時に、他の編目を保持することも可能な横編機によるパ

イル編成方法を提供する。

【解決手段】　針本体７ａのフック７ｃに締糸２１の供

給を受けた後、キャリッジに、パイル糸２２を供給する

ヤーンフィーダ１１ｂを連行させて、フック７ｃでパイ

ル糸２２を受ける。前方側の針床３では、スライダ７ｂ

のタング７ｄに旧ループ２３を係止した状態で、針本体

７ａをタック位置まで上昇させる。針本体７ａのフック

７ｄ内には、締糸２１が保持されている。ヤーンフィー

ダ１１ｂからパイル糸２２をフック７ｃに供給すると、

フック７ｃ内には締糸２１およびパイル糸２２が保持さ

れる。パイル糸２２は、既に上昇して歯口２内に進出し

ている後方側の針床１０３のスライダ１０７ｂのタング

１０７ｄにも掛けられる。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 歯 口 を 挟 ん で 対 向 す る 前 後 の 針 床 の 少 な く と も 一 方 に 、 ス ラ イ ダ お よ び 針 本 体 か ら な り
、 ス ラ イ ダ が 針 本 体 の フ ッ ク よ り も 歯 口 に 進 出 可 能 な 複 合 針 を 備 え る 横 編 機 で 、 該 複 合 針
を 備 え る 針 床 に 歯 口 で 対 向 す る 針 床 側 の 編 針 に 締 糸 と パ イ ル 糸 と を 供 給 し て パ イ ル 編 地 を
編 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 該 編 針 に パ イ ル 糸 を 供 給 す る 際 に は 、 同 時 に 該 複 合 針 の ス ラ イ ダ の タ ン グ に も パ イ ル 糸
を 掛 け 、
　 該 編 針 に 締 糸 を 供 給 す る 際 に は 、 該 複 合 針 に は 該 締 糸 は 供 給 し な い で 、
　 パ イ ル 編 目 の み が 該 複 合 針 の ス ラ イ ダ の タ ン グ に 保 持 さ れ る よ う に パ イ ル 糸 お よ び 締 糸
に よ る 編 目 を 形 成 し 、
　 該 複 合 針 の ス ラ イ ダ を 歯 口 か ら 後 退 さ せ て 、 パ イ ル 編 目 を 該 ス ラ イ ダ の タ ン グ か ら 解 放
し 、
　 該 編 針 で 編 成 す る 編 地 に パ イ ル ル ー プ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 横 編 機 に よ る パ イ ル
編 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 前 後 の 針 床 に は 、 前 記 編 針 と し て そ れ ぞ れ 前 記 複 合 針 が 備 え ら れ 、
　 一 方 の 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 の 少 な く と も 一 部 に パ イ ル 編 目 を 形 成 す る 際 に は 、 他 方 の
針 床 の 複 合 針 の フ ッ ク に 該 他 方 の 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 を 保 持 す る 状 態 で 、 該 フ ッ ク を 前
記 歯 口 か ら 後 退 さ せ て お き 、 該 他 方 の 複 合 針 の ス ラ イ ダ を 該 歯 口 に 進 出 さ せ て 、 該 ス ラ イ
ダ の タ ン グ と 、 該 一 方 の 針 床 の 複 合 針 と を 使 用 し て 該 パ イ ル 編 目 を 形 成 し 、
　 該 他 方 の 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 の 少 な く と も 一 部 に パ イ ル 編 目 を 形 成 す る 際 に は 、 該 一
方 の 針 床 の 複 合 針 の フ ッ ク に 該 一 方 の 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 を 保 持 す る 状 態 で 、 該 フ ッ ク
を 前 記 歯 口 か ら 後 退 さ せ て お き 、 該 一 方 の 複 合 針 の ス ラ イ ダ を 該 歯 口 に 進 出 さ せ て 、 該 ス
ラ イ ダ の タ ン グ と 、 該 他 方 の 針 床 の 複 合 針 を 使 用 し て 該 パ イ ル 編 目 を 形 成 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 横 編 機 に よ る パ イ ル 編 地 の 編 成 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 編 針 が 備 え ら れ る 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 に 前 記 パ イ ル 編 目 を 形 成 す る 際 に 、
　 該 編 針 に 締 糸 と パ イ ル 糸 と に よ る 旧 ル ー プ を 係 止 し て い る 状 態 で 、 該 編 針 の フ ッ ク を 前
記 歯 口 に 進 出 さ せ て 該 フ ッ ク に 新 ル ー プ の 締 糸 を 供 給 し 、
　 該 フ ッ ク を 該 歯 口 か ら 後 退 さ せ て 、 該 編 針 が 係 止 し て い る 旧 ル ー プ を ノ ッ ク オ ー バ さ せ
な い 範 囲 で 該 締 糸 を 引 込 み 、
　 該 締 糸 の み を 該 フ ッ ク に 保 持 す る 状 態 で 該 フ ッ ク を 該 歯 口 に 進 出 さ せ て 、 パ イ ル 糸 を 該
フ ッ ク と 該 針 床 に 対 向 す る 針 床 側 の 複 合 針 の ス ラ イ ダ の タ ン グ と に 供 給 し 、
　 該 編 針 の フ ッ ク を 該 歯 口 か ら 後 退 さ せ て 、 該 フ ッ ク で 新 ル ー プ の 締 糸 と パ イ ル 糸 と を 該
編 針 に 係 止 さ れ て い る 旧 ル ー プ 内 に 引 込 ん で 、 該 旧 ル ー プ を ノ ッ ク オ ー バ さ せ 、
　 該 複 合 針 の ス ラ イ ダ を 該 歯 口 か ら 後 退 さ せ て 、 該 ス ラ イ ダ の タ ン グ に 掛 け ら れ て い る パ
イ ル 編 目 を 解 放 し て パ イ ル ル ー プ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 横
編 機 に よ る パ イ ル 編 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 パ イ ル 編 目 を 前 記 ス ラ イ ダ の タ ン グ か ら 解 放 し て 形 成 す る パ イ ル ル ー プ を 、 ル ー プ
押 え で 歯 口 内 に 押 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 横 編 機 に よ
る パ イ ル 編 成 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 締 糸 と パ イ ル 糸 と を 使 用 し 、 パ イ ル 糸 に よ る 編 目 ル ー プ を 締 糸 に よ る 編 目 ル
ー プ よ り も 大 き く す る こ と が で き る 横 編 機 に よ る パ イ ル 編 成 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 従 来 か ら 、 前 後 の 針 床 が 歯 口 を 挟 ん で 対 向 す る 横 編 機 に よ っ て パ イ ル 編 成 を 行 う こ と が
可 能 な こ と は 知 ら れ て い る 。 た と え ば 、 一 方 の 針 床 の 上 方 に 、 パ イ ル 引 出 針 を 装 着 し た 補
助 針 床 を 設 け 、 パ イ ル 編 成 の 際 に は 、 補 助 針 床 の パ イ ル 引 出 針 に パ イ ル 糸 を 係 止 さ せ 、 そ
の 後 払 い 落 す こ と で パ イ ル ル ー プ を 形 成 す る こ と が 可 能 な 編 機 が 開 示 さ れ て い る （ た と え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 ま た 、 汎 用 の 横 編 機 を 用 い 、 パ イ ル ル ー プ を 形 成 す る 位 置 で は
、 対 向 す る 針 床 の 針 溝 に 、 編 針 に 代 え て パ イ ル 編 成 用 の ス ラ イ ダ 部 材 を 装 着 さ せ て お き 、
パ イ ル 編 成 時 に は こ の ス ラ イ ダ 部 材 を 歯 口 に 進 出 さ せ て 、 パ イ ル 糸 を 掛 け 渡 し 、 そ の 後 ス
ラ イ ダ 部 材 の リ ム に 形 成 さ れ て い る カ ッ テ ィ ン グ 部 分 で パ イ ル 糸 を 切 断 し 、 カ ッ ト パ イ ル
を 形 成 す る 技 術 も 開 示 さ れ て い る （ た と え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ で は 、 パ イ ル 編 成 専 用 の 部 材 な ど を 設 け る 必 要 が あ る け れ
ど も 、 そ の よ う な 部 材 を 設 け な い で も 可 能 な パ イ ル 編 目 の 形 成 方 法 を 、 本 件 出 願 人 は 開 示
し て い る （ た と え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。 こ の パ イ ル 編 目 形 成 方 法 で は 、 歯 口 部 を 中 心
に 頭 部 を 対 向 し て 設 け た そ れ ぞ れ の 針 床 に 、 先 頭 部 に タ ン グ を 形 成 し た ２ 枚 の 弾 性 板 を 含
む ス ラ イ ダ を 有 す る 複 合 針 を 編 針 と し て 装 着 し 、 弾 性 板 で 複 合 針 の 針 本 体 の フ ッ ク を 摺 動
自 在 に 挟 持 し 、 タ ン グ に よ っ て フ ッ ク を 開 閉 可 能 と す る 。 締 糸 と パ イ ル 糸 と か ら な る 編 目
ル ー プ を 保 持 す る 編 針 が ニ ッ ト 位 置 ま で 上 昇 進 出 し 、 次 い で 新 た な 締 糸 を フ ッ ク に 受 け て
該 締 糸 を 、 該 編 針 で す で に 形 成 し て い る 旧 ル ー プ 内 に 引 込 み 下 降 後 退 す る と き 、 旧 ル ー プ
が ス ラ イ ダ の 先 端 を 越 え て ノ ッ ク オ ー バ し な い よ う に 、 ス ラ イ ダ を 歯 口 上 に 上 昇 進 出 さ せ
た 位 置 を 維 持 さ せ る 。 ス ラ イ ダ の タ ン グ に 旧 ル ー プ を 係 止 し て 、 旧 ル ー プ 内 に 締 糸 を 引 込
む 。 続 い て 、 編 針 を 反 転 上 昇 さ せ て 、 そ の フ ッ ク と 、 対 向 す る 針 床 か ら 歯 口 に 上 昇 進 出 し
た 編 針 の フ ッ ク に パ イ ル 糸 を 給 糸 し 、 両 方 の 編 針 を 歯 口 か ら 下 降 後 退 さ せ る 。 一 方 の 編 針
に よ っ て 締 糸 と パ イ ル 糸 と を 引 き 揃 え 状 に 旧 ル ー プ に 通 し 、 他 方 の 編 針 で パ イ ル 糸 に よ る
パ イ ル 編 目 の み を 係 止 す る 。 次 に 、 パ イ ル 編 目 を 係 止 す る 編 針 の み 上 下 動 さ せ て 、 パ イ ル
編 目 を そ の 編 針 か ら 払 い 落 し て 、 対 向 す る 針 床 の 編 針 で 編 成 す る 編 地 の パ イ ル ル ー プ と す
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ３ で パ イ ル 編 目 形 成 方 法 に 使 用 す る 複 合 針 は 、 ス ラ イ ダ が 針 本 体 の フ ッ ク よ り
も 歯 口 に 進 出 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 複 合 針 は 、 ス ラ イ ダ の タ ン グ あ る い は ノ ー ズ と 呼 ば
れ る 先 端 部 分 を 使 用 し て 、 対 向 す る 針 床 の 複 合 針 と の 間 で 目 移 し を 行 う 目 的 で 開 発 さ れ て
い る （ た と え ば 、 特 許 文 献 ４ 、 ５ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 昭 ３ ４ － ４ ２ ５ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ６ ６ １ ２ １ ３ ５ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 ２ ９ １ ７ １ ４ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ２ ５ ０ ５ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ９ ４ ５ ４ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 横 編 機 で パ イ ル 編 成 を 行 う 場 合 に 、 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 形 成 方 法
を 用 い る た め に は 、 パ イ ル 編 成 専 用 の 部 材 を 設 け る 必 要 が あ る 。 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て
い る 先 行 技 術 で は 、 パ イ ル 編 成 専 用 の 部 材 を 装 着 す る 補 助 針 床 も 必 要 に な り 、 編 機 が 複 雑
か つ 高 価 に な っ て し ま う 。 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 先 行 技 術 で は 、 カ ッ ト パ イ ル を 形
成 す る こ と が 可 能 で あ る け れ ど も 、 ス ラ イ ダ 部 材 を 針 床 の 針 溝 に 編 針 に 替 え て 装 着 す る 必
要 が あ り 、 通 常 の 編 成 か パ イ ル 編 成 か の い ず れ か を 選 択 的 に 行 う こ と は 可 能 で も 、 両 方 を
同 時 に 行 う こ と は で き ず 、 単 機 能 に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ て い る パ イ ル 編 目 形 成 方 法 で は 、 編 針 と し て 通 常 の 編 地 の 編 成 に
使 用 す る こ と が 可 能 で 、 ス ラ イ ダ の タ ン グ を 使 用 し て 目 移 し も 可 能 な 複 合 針 を 使 用 し 、 パ
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イ ル 編 成 も 行 う こ と が で き る の で 、 編 地 中 に パ イ ル ル ー プ を 自 由 に 形 成 す る こ と が で き 、
多 様 な 編 地 を 編 成 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 パ イ ル 編 目 の み を 係 止 し て い る 複 合
針 の フ ッ ク か ら パ イ ル 編 目 を 払 い 落 す 際 に 、 ス ラ イ ダ を 歯 口 に 上 昇 進 出 さ せ て タ ン グ で フ
ッ ク を 閉 じ る 動 作 を 行 う 必 要 が あ り 、 複 合 針 の 針 本 体 ば か り で は な く 、 ス ラ イ ダ も 使 用 す
る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 パ イ ル 糸 を 受 け る 複 合 針 は 、 パ イ ル 編 目 の 形 成 の み に 使 用 し な
け れ ば な ら ず 、 他 の 編 目 を 保 持 す る よ う な 用 途 に 使 用 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 に 、 前 後 の 針 床 で そ れ ぞ れ 編 地 を 形 成 し 、 両 側 で 連 結 し て 筒 状 の 編 地 を 編 成 す る よ う
な 場 合 、 歯 口 を 挟 ん で 対 向 す る 針 床 の 編 針 は 、 そ れ ぞ れ の 編 地 の 形 成 に 使 用 し て い る の で
、 パ イ ル 編 目 の 形 成 用 に 使 用 す る こ と が 困 難 と な る 。 編 地 を 保 持 し な が ら パ イ ル 編 目 を 形
成 す る こ と が で き れ ば 、 筒 状 の パ イ ル 編 成 も 容 易 に 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 複 合 針 を 使 用 し て パ イ ル 編 目 を 形 成 す る と 同 時 に 、 他 の 編 目 を 保 持 す
る こ と も 可 能 な 横 編 機 に よ る パ イ ル 編 成 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 歯 口 を 挟 ん で 対 向 す る 前 後 の 針 床 の 少 な く と も 一 方 に 、 ス ラ イ ダ お よ び 針 本
体 か ら な り 、 ス ラ イ ダ が 針 本 体 の フ ッ ク よ り も 歯 口 に 進 出 可 能 な 複 合 針 を 備 え る 横 編 機 で
、 該 複 合 針 を 備 え る 針 床 に 歯 口 で 対 向 す る 針 床 側 の 編 針 に 締 糸 と パ イ ル 糸 と を 供 給 し て パ
イ ル 編 地 を 編 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 該 編 針 に パ イ ル 糸 を 供 給 す る 際 に は 、 同 時 に 該 複 合 針 の ス ラ イ ダ の タ ン グ に も パ イ ル 糸
を 掛 け 、
　 該 編 針 に 締 糸 を 供 給 す る 際 に は 、 該 複 合 針 に は 該 締 糸 は 供 給 し な い で 、
　 パ イ ル 編 目 の み が 該 複 合 針 の ス ラ イ ダ の タ ン グ に 保 持 さ れ る よ う に パ イ ル 糸 お よ び 締 糸
に よ る 編 目 を 形 成 し 、
　 該 複 合 針 の ス ラ イ ダ を 歯 口 か ら 後 退 さ せ て 、 パ イ ル 編 目 を 該 ス ラ イ ダ の タ ン グ か ら 解 放
し 、
　 該 編 針 で 編 成 す る 編 地 に パ イ ル ル ー プ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 横 編 機 に よ る パ イ ル
編 成 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 本 発 明 で 、 前 記 前 後 の 針 床 に は 、 前 記 編 針 と し て そ れ ぞ れ 前 記 複 合 針 が 備 え ら れ 、
　 一 方 の 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 の 少 な く と も 一 部 に パ イ ル 編 目 を 形 成 す る 際 に は 、 他 方 の
針 床 の 複 合 針 の フ ッ ク に 該 他 方 の 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 を 保 持 す る 状 態 で 、 該 フ ッ ク を 前
記 歯 口 か ら 後 退 さ せ て お き 、 該 他 方 の 複 合 針 の ス ラ イ ダ を 該 歯 口 に 進 出 さ せ て 、 該 ス ラ イ
ダ の タ ン グ と 、 該 一 方 の 針 床 の 複 合 針 と を 使 用 し て 該 パ イ ル 編 目 を 形 成 し 、
　 該 他 方 の 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 の 少 な く と も 一 部 に パ イ ル 編 目 を 形 成 す る 際 に は 、 該 一
方 の 針 床 の 複 合 針 の フ ッ ク に 該 一 方 の 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 を 保 持 す る 状 態 で 、 該 フ ッ ク
を 前 記 歯 口 か ら 後 退 さ せ て お き 、 該 一 方 の 複 合 針 の ス ラ イ ダ を 該 歯 口 に 進 出 さ せ て 、 該 ス
ラ イ ダ の タ ン グ と 、 該 他 方 の 針 床 の 複 合 針 を 使 用 し て 該 パ イ ル 編 目 を 形 成 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 編 針 が 備 え ら れ る 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 に 前 記 パ イ ル 編 目 を 形 成 す
る 際 に 、
　 該 編 針 に 締 糸 と パ イ ル 糸 と に よ る 旧 ル ー プ を 係 止 し て い る 状 態 で 、 該 編 針 の フ ッ ク を 前
記 歯 口 に 進 出 さ せ て 該 フ ッ ク に 新 ル ー プ の 締 糸 を 供 給 し 、
　 該 フ ッ ク を 該 歯 口 か ら 後 退 さ せ て 、 該 編 針 が 係 止 し て い る 旧 ル ー プ を ノ ッ ク オ ー バ さ せ
な い 範 囲 で 該 締 糸 を 引 込 み 、
　 該 締 糸 の み を 該 フ ッ ク に 保 持 す る 状 態 で 該 フ ッ ク を 該 歯 口 に 進 出 さ せ て 、 パ イ ル 糸 を 該
フ ッ ク と 該 針 床 に 対 向 す る 針 床 側 の 複 合 針 の ス ラ イ ダ の タ ン グ と に 供 給 し 、
　 該 編 針 の フ ッ ク を 該 歯 口 か ら 後 退 さ せ て 、 該 フ ッ ク で 新 ル ー プ の 締 糸 と パ イ ル 糸 と を 該
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編 針 に 係 止 さ れ て い る 旧 ル ー プ 内 に 引 込 ん で 、 該 旧 ル ー プ を ノ ッ ク オ ー バ さ せ 、
　 該 複 合 針 の ス ラ イ ダ を 該 歯 口 か ら 後 退 さ せ て 、 該 ス ラ イ ダ の タ ン グ に 掛 け ら れ て い る パ
イ ル 編 目 を 解 放 し て パ イ ル ル ー プ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 パ イ ル 編 目 を 前 記 ス ラ イ ダ の タ ン グ か ら 解 放 し て 形 成 す る パ イ ル ル
ー プ を 、 ル ー プ 押 え で 歯 口 内 に 押 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 歯 口 を 挟 ん で 対 向 す る 前 後 の 針 床 の 少 な く と も 一 方 に 、 ス ラ イ ダ お よ
び 針 本 体 か ら な り 、 ス ラ イ ダ が 針 本 体 の フ ッ ク よ り も 歯 口 に 進 出 可 能 な 複 合 針 を 備 え る 横
編 機 を 使 用 し 、 複 合 針 を 備 え る 針 床 に 歯 口 で 対 向 す る 針 床 側 の 編 針 に 締 糸 と パ イ ル 糸 と を
供 給 し て 、 パ イ ル 編 目 を 形 成 す る こ と が で き る 。 編 針 に パ イ ル 糸 を 供 給 す る 際 に は 、 同 時
に 複 合 針 の ス ラ イ ダ の タ ン グ に も パ イ ル 糸 を 掛 け 、 編 針 に 締 糸 を 供 給 す る 際 に は 、 複 合 針
に は 締 糸 は 供 給 し な い で 、 パ イ ル 編 目 の み が 複 合 針 の ス ラ イ ダ の タ ン グ に 保 持 さ れ る よ う
に パ イ ル 糸 お よ び 締 糸 に よ る 編 目 を 形 成 す る こ と が で き る 。 パ イ ル 糸 が 掛 け ら れ た 複 合 針
の ス ラ イ ダ を 歯 口 か ら 後 退 さ せ る と 、 パ イ ル 編 目 は ス ラ イ ダ の タ ン グ か ら 脱 落 し て 解 放 さ
れ る 。 ス ラ イ ダ の 動 作 の み で パ イ ル 糸 が 複 合 針 か ら 解 放 さ れ る の で 、 複 合 針 の 針 本 体 は パ
イ ル 編 目 の 形 成 に 使 用 す る 必 要 は な く 、 パ イ ル 編 目 の 形 成 の 際 に 、 他 の 編 目 を 保 持 す る こ
と も 可 能 と な る 。 複 合 針 は 、 パ イ ル 編 目 の 形 成 ば か り で は な く 、 多 様 な 編 目 の 形 成 に 使 用
す る こ と が で き る の で 、 必 要 に 応 じ て や 任 意 に 、 通 常 編 成 と パ イ ル 編 成 と を 選 択 し て 行 う
こ と が で き 、 複 合 針 が 備 え る 複 合 機 能 を 有 効 に 発 揮 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 前 後 の 針 床 に 備 え ら れ る 複 合 針 を 使 用 し て 、 複 合 針 の 針 本 体 の フ
ッ ク で 編 地 を 保 持 し な が ら 、 そ の 複 合 針 の ス ラ イ ダ を 使 用 し て 、 対 向 す る 針 床 で 保 持 す る
編 地 の 少 な く と も 一 部 に 、 パ イ ル 編 目 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 編 針 が 備 え ら れ る 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 に パ イ ル 編 目 を 形 成 す る
際 に 、 パ イ ル 糸 を 、 対 向 す る 針 床 側 の ス ラ イ ダ の タ ン グ に 掛 け さ せ る の で 、 編 針 の フ ッ ク
を 歯 口 か ら 後 退 さ せ れ ば 、 パ イ ル 編 目 と し て 形 成 す る こ と が で き る 。 複 合 針 の ス ラ イ ダ を
歯 口 か ら 後 退 さ せ て 、 ス ラ イ ダ の タ ン グ に 掛 け ら れ て い る パ イ ル 編 目 を 解 放 し て パ イ ル ル
ー プ を 形 成 す る の で 、 複 合 針 の 針 本 体 は パ イ ル 編 目 の 形 成 に は 使 用 す る 必 要 が な く 、 他 の
編 目 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 パ イ ル ル ー プ を ル ー プ 押 え で 確 実 に 歯 口 内 に 押 え る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 で あ る パ イ ル 編 成 方 法 に 使 用 す る 横 編 機 １ の 主 要 部 分 の
構 成 を 示 す 。 横 編 機 １ は 、 歯 口 ２ で 前 後 の 針 床 が 対 向 す る 。 図 で は 一 方 の 針 床 ３ を 示 し 、
他 方 の 針 床 は 省 略 す る 。 歯 口 ２ に 対 し て 針 床 ３ は 、 歯 口 ２ 側 が 高 く 、 歯 口 ２ か ら 遠 ざ か る
程 低 く な る よ う に 傾 斜 し て い る 。 す な わ ち 前 後 の 針 床 ３ は 、 歯 口 ２ を 中 心 と し て 逆 Ｖ 字 状
に 配 置 さ れ る 。 た だ し 、 説 明 の 便 宜 上 、 一 方 の 針 床 ３ を 水 平 な 姿 勢 で 示 す 。 一 方 の 針 床 ３
に 関 す る 構 成 は 、 他 方 の 針 床 に 関 し て も 基 本 的 に 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 針 床 ３ は 、 編 地 編 成 領 域 で あ る 歯 口 ２ に 臨 ん で 配 置 さ れ る 基 台 ４ に 、 多 数 の ニ ー ド ル プ
レ ー ト ５ を そ れ ぞ れ 歯 口 ２ に 向 う 方 向 に 植 設 し て い る 。 ニ ー ド ル プ レ ー ト ５ は 歯 口 ２ 側 の
端 部 で 板 厚 が 薄 く な っ て 、 ニ ー ド ル プ レ ー ト ５ 間 に 歯 口 ２ 側 で 幅 が 拡 大 す る よ う な 針 溝 ６
を 形 成 し 、 各 針 溝 ６ に 編 針 ７ を 収 容 し 、 幅 が 拡 大 す る 端 部 に は 可 動 シ ン カ ー ８ を そ れ ぞ れ
収 容 し て 針 床 ３ を 形 成 し て い る 。 編 針 ７ は 、 複 合 針 で あ り 、 針 本 体 ７ ａ と ス ラ イ ダ ７ ｂ と
を 独 立 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 針 本 体 ７ ａ の 先 端 に は フ ッ ク ７ ｃ が 形 成 さ れ 、 ス ラ イ
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ダ ７ ｂ の 先 端 は 、 ２ 枚 の 弾 性 板 に 分 か れ 、 先 端 部 分 に は 段 差 を 有 す る タ ン グ ７ ｄ が 形 成 さ
れ て い る 。 ス ラ イ ダ ７ ｂ の タ ン グ ７ ｄ は 、 針 本 体 ７ ａ の フ ッ ク ７ ｃ を 摺 動 自 在 に 挟 持 し て
い る 。 こ の よ う な 複 合 針 に つ い て は 、 特 許 文 献 ３ の 段 落 ［ ０ ０ １ ６ ］ ～ ［ ０ ０ １ ９ ］ や 図
面 の 図 ２ ～ 図 ４ で 、 詳 細 に 説 明 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ４ 、 ５ に 開 示 さ れ て い る よ う
な 複 合 針 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 横 編 機 １ で は 、 針 床 ３ 上 を 歯 口 ２ に 沿 っ て 、 す な わ ち 紙 面 に 垂 直 に キ ャ リ ッ ジ を 往 復 走
行 さ せ な が ら 、 歯 口 ２ に 対 し て 編 針 ７ を 選 択 的 に 進 退 さ せ て 、 可 動 シ ン カ ー ８ と の 相 互 作
用 で 編 地 を 編 成 す る 。 た だ し 、 キ ャ リ ッ ジ は 図 示 を 省 略 し て 、 編 針 ７ を 作 動 さ せ る 編 針 作
動 用 カ ム 機 構 ９ と 、 可 動 シ ン カ ー ８ を 作 動 さ せ る シ ン カ ー 作 動 用 カ ム 機 構 １ ０ と を 示 す 。
編 針 作 動 用 カ ム 機 構 ９ で は 、 針 本 体 ７ ａ と ス ラ イ ダ ７ ｂ と を 、 選 択 的 に 、 か つ 別 個 に 作 動
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 歯 口 ２ で は 、 ヤ ー ン フ ィ ー ダ １ １ か ら 編 針 ７ に 編 糸 を 供 給 し て 、 編 目 ル ー プ を 形 成 さ せ
る こ と が で き る 。 編 針 ７ は 、 各 針 溝 ６ 内 で 幅 方 向 に 関 し て 可 動 シ ン カ ー ８ と 並 べ て 配 置 さ
れ る 。 針 本 体 ７ ａ に は 、 歯 口 ２ へ の 進 退 変 位 を 駆 動 す る バ ッ ト が 設 け ら れ る け れ ど も 、 図
の 左 方 の 位 置 と な る の で 図 示 を 省 略 す る 。 ス ラ イ ダ ７ ｂ に は 、 歯 口 ２ へ の 進 退 変 位 を 駆 動
す る バ ッ ト ７ ｅ が 設 け ら れ る 。 ニ ー ド ル プ レ ー ト ５ は 、 歯 口 ２ 側 の 端 部 に 、 可 動 シ ン カ ー
８ を 揺 動 変 位 可 能 に 支 承 す る 凹 部 ５ ａ を 有 す る 。 可 動 シ ン カ ー ８ は 、 凹 部 ５ ａ に 支 承 さ れ
る 基 部 ８ ａ と 、 歯 口 ２ に 対 す る 進 退 変 位 を 受 け て 駆 動 さ れ る 受 動 部 ８ ｂ と を 有 す る 。 各 針
溝 ６ 内 に は 、 歯 口 ２ に 対 し て 直 線 的 に 進 退 変 位 可 能 な シ ン カ ー ジ ャ ッ ク １ ２ が 収 納 さ れ る
。 シ ン カ ー ジ ャ ッ ク １ ２ は 、 端 部 １ ２ ａ で 可 動 可 動 シ ン カ ー ８ の 受 動 部 ８ ｂ と 係 合 し 、 端
部 １ ２ ａ に 対 し て 歯 口 ２ か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 基 部 １ ２ ｂ 側 に 、 針 床 ３ の 基 台 ４ か ら 離
れ る 方 向 に 突 出 す る バ ッ ト １ ２ ｃ を 有 し 、 シ ン カ ー 作 動 用 カ ム 機 構 １ ０ に よ る 作 用 を 受 け
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 針 溝 ６ 内 に は 、 ス ペ ー サ １ ３ が 、 編 針 ７ に 対 し て 針 床 ３ の 基 台 ４ か ら 離 れ る 方 向 に 配
置 さ れ 、 底 部 で 編 針 ７ が 基 台 ４ か ら 離 れ な い よ う に 規 制 し 、 側 部 で シ ン カ ー ジ ャ ッ ク １ ２
が 針 溝 ６ の 幅 方 向 に ず れ な い よ う に 規 制 す る 。 可 動 シ ン カ ー ８ は 、 受 動 部 ８ ｂ に 対 す る 進
退 変 位 が 基 部 ８ ａ を 支 点 と す る 揺 動 変 位 に 変 換 さ れ て 、 歯 口 ２ に 対 し て シ ン カ ー と し て 作
用 す る 先 端 部 １ ４ を 有 す る 。 先 端 部 １ ４ に は 、 編 糸 受 け 部 １ ４ ａ が 形 成 さ れ る 。 帯 金 １ ５
は 、 各 針 溝 ６ 内 の ス ペ ー サ １ ３ お よ び ニ ー ド ル プ レ ー ト ５ を 歯 口 ２ に 沿 う 方 向 、 す な わ ち
紙 面 に 垂 直 な 方 向 に 貫 通 し て 相 互 に 固 定 す る 。 帯 金 １ ５ は 、 シ ン カ ー ジ ャ ッ ク １ ２ に も 挿
通 さ れ て 、 シ ン カ ー ジ ャ ッ ク １ ２ が 針 溝 ６ か ら 離 れ な い で 摺 動 変 位 す る よ う に 規 制 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 可 動 シ ン カ ー ８ の 基 部 ８ ａ に は 、 可 動 シ ン カ ー ８ を 図 の 時 計 回 り 方 向 に 付 勢 す る 線 ば ね
１ ６ が 設 け ら れ る 。 ワ イ ヤ １ ７ は 、 ニ ー ド ル プ レ ー ト ５ と 基 台 ４ と の 固 定 の た め に 使 用 さ
れ て い る 。 基 台 ４ の 底 部 の 歯 口 ２ 寄 り の 位 置 に は 、 可 動 シ ン カ ー ８ の 先 端 部 １ ４ の 先 端 １
４ ｂ が 当 接 し て 、 線 ば ね １ ６ に よ る 付 勢 で 可 動 シ ン カ ー ８ が 揺 動 変 位 す る の を 規 制 す る ス
ト ッ パ １ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ ～ 図 １ １ は 、 前 後 の 針 床 ３ を 使 用 し て 筒 状 の パ イ ル 編 地 を 編 成 す る 際 の 編 針 ７ の 作
動 状 態 を 、 歯 口 ２ 付 近 の 側 面 断 面 視 で 簡 略 化 し て 示 す 。 な お 、 説 明 の 便 宜 上 、 横 編 機 １ の
正 面 か ら 見 て 前 方 側 の 針 床 ３ に 対 し て 、 後 方 側 に 関 連 す る 構 成 部 分 は 、 前 方 側 の 対 応 す る
構 成 部 分 の 参 照 番 号 に １ ０ ０ を 加 え た 参 照 番 号 で 示 す 。 ま た 、 編 針 ７ に 編 成 動 作 を 行 わ せ
る キ ャ リ ッ ジ に 搭 載 さ れ る 編 針 編 成 用 カ ム 機 構 ９ に は 、 前 後 の 針 床 ３ ， １ ０ ３ に 対 し て 、
編 成 用 の カ ム シ ス テ ム が １ シ ス テ ム ず つ 設 け ら れ る も の と す る 。 複 数 の シ ス テ ム を 設 け る
こ と が 可 能 で あ る の は も ち ろ ん で あ り 、 複 数 の シ ス テ ム が 設 け ら れ て い れ ば 、 １ 回 の キ ャ
リ ッ ジ の 移 動 で 、 複 数 コ ー ス 分 の 動 作 を 行 わ せ る こ と が で き 、 キ ャ リ ッ ジ の 移 動 回 数 を 減
少 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 締 糸 用 の ヤ ー ン フ ィ ー ダ １ １ ａ と パ イ ル 糸 用 の ヤ ー ン フ ィ
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ー ダ １ １ ｂ と は 、 針 床 ３ の 長 手 方 向 の 一 方 側 で 待 機 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 、 １ コ ー ス 目 と し て 、 前 方 側 の 針 床 ３ で 編 成 す る 編 地 ２ ０ へ の パ イ ル 編 目 形 成 を
開 始 す る 状 態 を 示 す 。 後 方 側 の 針 床 １ ０ ３ で 編 成 す る 編 地 １ ２ ０ は 、 編 針 １ ０ ７ の 針 本 体
１ ０ ７ ａ の フ ッ ク １ ０ ７ ｃ に 保 持 し て お く 。 キ ャ リ ッ ジ に は 、 締 糸 ２ １ を 供 給 す る ヤ ー ン
フ ィ ー ダ １ １ ａ を 連 行 さ せ る 。 前 方 側 の 針 床 ３ で は 、 ス ラ イ ダ ７ ｂ の タ ン グ ７ ｄ に 締 糸 ２
１ と パ イ ル 糸 ２ ２ と に よ る 旧 ル ー プ ２ ３ を 係 止 し た 状 態 で 、 針 本 体 ７ ａ が 歯 口 ２ に 上 昇 進
出 し 、 フ ッ ク ７ ｃ に 、 ヤ ー ン フ ィ ー ダ １ １ ａ か ら 締 糸 ２ １ の 供 給 を 受 け る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ に 続 け て 、 ス ラ イ ダ ７ ｂ は そ の ま ま の 状 態 で 、 針 本 体 ７ ａ を 歯 口 ２ か ら 下
降 後 退 さ せ 、 締 糸 ２ １ を 引 込 む 状 態 を 示 す 。 引 込 み は 最 小 限 で 行 う よ う に 、 た と え ば 編 成
作 動 用 カ ム 機 構 ９ の 編 成 用 の カ ム シ ス テ ム に 設 け ら れ る 度 山 の 度 目 を 設 定 し 、 ス ラ イ ダ ７
ｂ が フ ッ ク ７ ａ よ り も 高 い 位 置 で あ っ て も 、 ノ ッ ク オ ー バ は さ せ な い よ う に す る 。 後 方 側
の 針 床 １ ０ ３ で は 、 ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ を 歯 口 ２ に 上 昇 進 出 さ せ て お く 。 こ の タ イ ミ ン グ で
ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ を 上 昇 進 出 さ せ る の は 、 キ ャ リ ッ ジ に 搭 載 さ れ る 編 成 カ ム の 都 合 に よ る
。 後 方 側 の ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ を 歯 口 ２ に 上 昇 進 出 さ せ る の は 、 給 糸 位 置 の 直 前 ま で に 終 了
す れ ば よ く 、 必 ず し も 図 ３ の タ イ ミ ン グ に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 述 の よ う に 、 両 ヤ ー ン フ ィ ー ダ １ １ ａ ， １ １ ｂ を 針 床 ３ の 同 じ 側 に 配 置 し て い る の で
、 ２ コ ー ス 目 は 、 １ コ ー ス 目 と は 逆 方 向 に キ ャ リ ッ ジ を 移 動 さ せ る 必 要 が あ る 。 し か も 、
編 針 ７ 、 １ ０ ７ に は 何 も 作 用 さ せ な い 空 コ ー ス と す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 ３ コ ー ス 目 と し て 、 １ コ ー ス 目 と 同 一 の 方 向 へ キ ャ リ ッ ジ を 移 動 さ せ 、 パ イ ル
糸 ２ ２ を 供 給 す る ヤ ー ン フ ィ ー ダ １ １ ｂ を 連 行 さ せ て 、 フ ッ ク ７ ｃ で パ イ ル 糸 ２ ２ を 受 け
る 状 態 を 示 す 。 前 方 側 の 針 床 ３ で は 、 ス ラ イ ダ ７ ｂ の タ ン グ ７ ｄ に 旧 ル ー プ ２ ３ を 係 止 し
た 状 態 で 、 針 本 体 ７ ａ を タ ッ ク 位 置 ま で 上 昇 さ せ る 。 針 本 体 ７ ａ の フ ッ ク ７ ｄ 内 に は 、 締
糸 ２ １ が 保 持 さ れ て い る 。 ヤ ー ン フ ィ ー ダ １ １ ｂ か ら パ イ ル 糸 ２ ２ を フ ッ ク ７ ｃ に 供 給 す
る と 、 フ ッ ク ７ ｃ 内 に は 締 糸 ２ １ お よ び パ イ ル 糸 ２ ２ が 保 持 さ れ る 。 パ イ ル 糸 ２ ２ は 、 既
に 上 昇 し て 歯 口 ２ 内 に 進 出 し て い る 後 方 側 の 針 床 １ ０ ３ の ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ の タ ン グ １ ０
７ ｄ に も 掛 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ に 続 け て 、 前 方 側 の 針 床 ３ で 針 本 体 ７ ａ お よ び ス ラ イ ダ ７ ｂ を と も に 下 降
さ せ て 引 込 み 、 ス ラ イ ダ ７ ｂ の タ ン グ ７ ｄ に 係 止 し て い た 旧 ル ー プ ２ ３ を ノ ッ ク オ ー バ さ
せ た 状 態 を 示 す 。 後 方 側 の 針 床 １ ０ ３ の ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ の タ ン グ １ ０ ７ ｄ に 掛 け ら れ た
パ イ ル 糸 ２ ２ は 、 引 出 さ れ て パ イ ル 編 目 ２ ４ を 形 成 す る 。 編 地 ２ ０ は 、 フ ッ ク ７ ｃ に よ っ
て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ は 、 ４ コ ー ス 目 の 始 め の 方 で 、 後 方 側 の 針 床 １ ０ ３ の ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ を 歯 口 ２ か
ら 下 降 後 退 さ せ て 、 タ ン グ １ ０ ７ ｄ に 掛 け ら れ て い た パ イ ル 編 目 ２ ４ を 払 う 状 態 を 示 す 。
パ イ ル 編 目 ２ ４ は 、 前 方 側 の 針 床 ３ に 保 持 さ れ て い る 編 地 ２ ０ の 表 面 か ら 突 出 す る パ イ ル
ル ー プ ２ ５ と な る 。 こ の パ イ ル ル ー プ ２ ５ は 、 キ ャ リ ッ ジ に ス テ ッ チ プ レ ッ サ な ど の ル ー
プ 押 え を 備 え て お き 、 ル ー プ 押 え で 歯 口 ２ 内 に 押 え る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 な お 、
ス テ ッ チ プ レ ッ サ の 詳 細 な 説 明 は 、 た と え ば 特 公 平 ３ － ６ ６ ４ １ ５ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い
る 。 ま た 、 キ ャ リ ッ ジ に は 、 締 糸 ２ １ を 供 給 す る ヤ ー ン フ ィ ー ダ １ １ ａ を 連 行 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ７ は 、 図 ６ に 続 い て 、 後 方 側 の 針 床 １ ０ ３ で 編 成 す る 編 地 １ ２ ０ へ の パ イ ル 編 目 形 成
を 開 始 す る 状 態 を 示 す 。 前 方 側 の 針 床 ３ で 編 成 す る 編 地 ２ ０ は 、 編 針 ７ の 針 本 体 ７ ａ の フ
ッ ク ７ ｃ に 保 持 し て お く 。 後 方 側 の 針 床 １ ０ ３ で は 、 ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ の タ ン グ １ ０ ７ ｄ
に 締 糸 ２ １ と パ イ ル 糸 ２ ２ と に よ る 旧 ル ー プ １ ２ ３ を 係 止 し た 状 態 で 、 針 本 体 １ ０ ７ ａ が
歯 口 ２ に 上 昇 進 出 し 、 フ ッ ク １ ０ ７ ｃ に 、 ヤ ー ン フ ィ ー ダ １ １ ａ か ら 締 糸 ２ １ の 供 給 を 受
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け る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ８ は 、 図 ７ に 続 け て 、 ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ は そ の ま ま の 状 態 で 、 針 本 体 １ ０ ７ ａ を 歯 口
２ か ら 下 降 後 退 さ せ 、 締 糸 ２ １ を 引 込 む 状 態 を 示 す 。 引 込 み は 最 小 限 で 行 う よ う に 、 た と
え ば 編 成 作 動 用 カ ム 機 構 ９ の 編 成 用 の カ ム シ ス テ ム に 設 け ら れ る 度 山 の 度 目 を 設 定 し 、 ス
ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ が フ ッ ク １ ０ ７ ａ よ り も 高 い 位 置 で あ っ て も 、 ノ ッ ク オ ー バ は さ せ な い よ
う に す る 。 図 ３ に つ い て 説 明 し て い る よ う な 理 由 で 、 前 方 側 の 針 床 ３ で は 、 ス ラ イ ダ ７ ｂ
を 歯 口 ２ に 上 昇 進 出 さ せ て お く 。
　 ５ コ ー ス 目 は 、 ４ コ ー ス 目 と は 逆 方 向 に キ ャ リ ッ ジ を 移 動 さ せ る 空 コ ー ス と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ９ は 、 ６ コ ー ス 目 と し て 、 ４ コ ー ス 目 と 同 一 の 方 向 へ キ ャ リ ッ ジ を 移 動 さ せ 、 パ イ ル
糸 ２ ２ を 供 給 す る ヤ ー ン フ ィ ー ダ １ １ ｂ を 連 行 さ せ て 、 フ ッ ク １ ０ ７ ｃ で パ イ ル 糸 ２ ２ を
受 け る 状 態 を 示 す 。 後 方 側 の 針 床 １ ０ ３ で は 、 ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ の タ ン グ １ ０ ７ ｄ に 旧 ル
ー プ １ ２ ３ を 係 止 し た 状 態 で 、 針 本 体 １ ０ ７ ａ を タ ッ ク 位 置 ま で 上 昇 さ せ る 。 針 本 体 １ ０
７ ａ の フ ッ ク １ ０ ７ ｄ 内 に は 、 締 糸 ２ １ が 保 持 さ れ て い る 。 ヤ ー ン フ ィ ー ダ １ １ ｂ か ら パ
イ ル 糸 ２ ２ を フ ッ ク １ ０ ７ ｃ に 供 給 す る と 、 フ ッ ク １ ０ ７ ｃ 内 に は 締 糸 ２ １ お よ び パ イ ル
糸 ２ ２ が 保 持 さ れ る 。 パ イ ル 糸 ２ ２ は 、 既 に 上 昇 し て 歯 口 ２ 内 に 進 出 し て い る 前 方 側 の 針
床 ３ の ス ラ イ ダ ７ ｂ の タ ン グ ７ ｄ に も 掛 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ０ は 、 図 ９ に 続 け て 、 後 方 側 の 針 床 １ ０ ３ で 針 本 体 １ ０ ７ ａ お よ び ス ラ イ ダ １ ０ ７
ｂ を と も に 下 降 さ せ て 引 込 み 、 ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ の タ ン グ １ ０ ７ ｄ に 係 止 し て い た 旧 ル ー
プ １ ２ ３ を ノ ッ ク オ ー バ さ せ た 状 態 を 示 す 。 前 方 側 の 針 床 ３ の ス ラ イ ダ ７ ｂ の タ ン グ ７ ｄ
に 掛 け ら れ た パ イ ル 糸 ２ ２ は 、 引 出 さ れ て パ イ ル 編 目 １ ２ ４ を 形 成 す る 。 編 地 １ ２ ０ は 、
フ ッ ク １ ０ ７ ｃ に よ っ て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ １ は 、 ７ コ ー ス 目 の 始 め の 方 で 、 前 方 側 の 針 床 ３ の ス ラ イ ダ ７ ｂ を 歯 口 ２ か ら 下 降
後 退 さ せ て 、 タ ン グ ７ ｄ に 掛 け ら れ て い た パ イ ル 編 目 １ ２ ４ を 払 う 状 態 を 示 す 。 パ イ ル 編
目 １ ２ ４ は 、 後 方 側 の 針 床 １ ０ ３ に 保 持 さ れ て い る 編 地 １ ２ ０ の 表 面 か ら 突 出 す る パ イ ル
ル ー プ １ ２ ５ と な る 。 図 ６ と 同 様 に 、 パ イ ル ル ー プ １ ２ ５ を 歯 口 ２ に 押 込 む た め に は 、 ル
ー プ 押 え を 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。 ７ コ ー ス 目 の 続 き は 、 図 ２ と 同 様 に な り 、 新 た な
１ コ ー ス 目 と 考 え る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 １ コ ー ス 目 か ら ６ コ ー ス 目 の パ イ ル ル ー
プ ２ ５ ， １ ２ ５ の 形 成 を 繰 返 す こ と に よ っ て 、 編 地 ２ ０ ， １ ２ ０ が 両 端 で 連 結 す る 筒 状 の
パ イ ル 編 地 を 編 成 す る こ と が で き る 。 前 述 の よ う に 、 キ ャ リ ッ ジ に 搭 載 す る 編 成 カ ム に 複
数 の シ ス テ ム を 設 け る よ う に す れ ば 、 キ ャ リ ッ ジ の 移 動 の 回 数 を 減 少 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 で 説 明 し て い る よ う に 、 た と え ば 編 針 ７ が 備 え ら れ る 前 方 側 の 針 床 ３ で 編 成 す る 編
地 ２ ０ に パ イ ル 編 目 ２ ４ を 形 成 す る 際 に は 、 そ の 編 針 ７ に 締 糸 ２ １ と パ イ ル 糸 ２ ２ と に よ
る 旧 ル ー プ ２ ３ を 係 止 し て い る 状 態 で 、 フ ッ ク ７ ｃ を 歯 口 ２ に 進 出 さ せ て 、 そ の フ ッ ク ７
ｃ に 新 ル ー プ の 締 糸 ２ １ を 供 給 す る 。 締 糸 ２ １ が 供 給 さ れ た フ ッ ク ７ ｃ を 歯 口 ２ か ら 後 退
さ せ て 、 係 止 し て い る 旧 ル ー プ ２ ３ を ノ ッ ク オ ー バ さ せ な い 範 囲 で 締 糸 ２ １ を 引 込 む 。 締
糸 ２ １ の み を フ ッ ク ７ ｃ に 保 持 す る 状 態 で フ ッ ク ７ ｃ を 歯 口 ２ に 進 出 さ せ て 、 パ イ ル 糸 ２
２ を フ ッ ク ７ ｃ と 針 床 ３ に 対 向 す る 後 方 側 の 針 床 １ ０ ３ の 複 合 針 で あ る 編 針 １ ０ ７ の ス ラ
イ ダ １ ０ ７ ｂ の タ ン グ １ ０ ７ ｄ と に 供 給 す る 。 フ ッ ク ７ ｃ 内 に は す で に 締 糸 ２ １ が 供 給 さ
れ て い る の で 、 パ イ ル 糸 ２ ２ の 供 給 に よ っ て 、 編 針 ７ の フ ッ ク ７ ｃ に は 締 糸 ２ １ と と も に
パ イ ル 糸 ２ ２ も 保 持 さ れ る よ う に な る 。 編 針 ７ の フ ッ ク ７ ｃ を 歯 口 ２ か ら 後 退 さ せ て 、 フ
ッ ク ７ ｃ で 新 ル ー プ の 締 糸 ２ １ と パ イ ル 糸 ２ ２ と を 編 針 ７ に 係 止 さ れ て い る 旧 ル ー プ ２ ３
内 に 引 込 ん で 、 旧 ル ー プ ２ ３ を ノ ッ ク オ ー バ さ せ る 。 パ イ ル 糸 ２ ２ は 、 対 向 す る 針 床 １ ０
３ 側 の ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ の タ ン グ １ ０ ７ ｄ に も 掛 っ て い る の で 、 パ イ ル 編 目 ２ ４ と し て 引
出 さ れ る 。 複 合 針 の ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ を 歯 口 ２ か ら 後 退 さ せ て 、 ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ の タ ン

10

20

30

40

50

(8) JP 2005-290572 A 2005.10.20



グ １ ０ ７ ｄ に 掛 け ら れ て い る パ イ ル 糸 ２ ２ を 解 放 し て パ イ ル ル ー プ ２ ５ を 形 成 す る の で 、
複 合 針 の 針 本 体 １ ０ ７ ａ は パ イ ル ル ー プ ２ ５ の 形 成 に は 使 用 す る 必 要 が な く 、 他 の 編 目 を
保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 前 後 の 針 床 ３ ， １ ０ ３ に 編 針 ７ ， １ ０ ７ と し て 複 合 針 が 備 え ら れ て い れ ば 、 歯 口
２ で 、 前 後 の 針 床 ３ ， １ ０ ３ の 複 合 針 に 締 糸 ２ １ お よ び パ イ ル 糸 ２ ２ を そ れ ぞ れ 供 給 し て
、 編 地 ２ ０ ， １ ２ ０ の 両 端 で 連 結 す る 筒 状 の 編 地 や 、 一 端 で 連 結 す る 編 地 を 編 成 す る こ と
が で き る 。 前 後 の 針 床 で 別 個 の 編 地 を 同 時 に 編 成 す る こ と も で き る 。 一 方 の 針 床 側 で 編 成
す る 編 地 ２ ０ の 少 な く と も 一 部 に パ イ ル 編 目 ２ ４ を 形 成 す る 際 に は 、 他 方 の 針 床 の 複 合 針
の フ ッ ク １ ０ ７ ｃ に 他 方 の 針 床 １ ０ ３ 側 で 編 成 す る 編 地 １ ２ ０ を 保 持 す る 状 態 で 、 そ の フ
ッ ク １ ０ ７ ｃ を 歯 口 ２ か ら 後 退 さ せ て お く 。 他 方 の 複 合 針 の ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ を 歯 口 ２ に
進 出 さ せ て 、 そ の ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ の タ ン グ １ ０ ７ ｄ と 、 一 方 の 針 床 ３ の 複 合 針 と を 使 用
し て パ イ ル 編 目 ２ ４ を 形 成 す る 。 他 方 の 針 床 １ ０ ３ 側 で 編 成 す る 編 地 １ ２ ０ の 少 な く と も
一 部 に パ イ ル 編 目 １ ２ ４ を 形 成 す る 際 に は 、 一 方 の 針 床 ３ の 複 合 針 の フ ッ ク ７ ｃ に 一 方 の
針 床 ３ 側 で 編 成 す る 編 地 ２ ０ を 保 持 す る 状 態 で 、 そ の フ ッ ク ７ ｃ を 歯 口 ２ か ら 後 退 さ せ て
お く 。 一 方 の 複 合 針 の ス ラ イ ダ ７ ｂ を 歯 口 ２ に 進 出 さ せ て 、 そ の ス ラ イ ダ ７ ｂ の タ ン グ ７
ｄ と 、 他 方 の 針 床 １ ０ ３ の 複 合 針 と を 使 用 し て パ イ ル 編 目 １ ２ ４ を 形 成 す る 。 し た が っ て
、 筒 状 の 編 地 に パ イ ル 編 目 ２ ４ ， １ ２ ４ や パ イ ル ル ー プ ２ ５ ， １ ２ ５ を 形 成 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 複 合 針 を 使 用 す る の は 、 前 後 の 針 床 ３ ， １ ０ ３ の 一 方 の み で も よ い 。 そ の 場 合 、
複 合 針 を 使 用 す る 針 床 に 対 向 す る 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 に 、 パ イ ル 編 目 を 形 成 す る こ と が
で き る 。 す な わ ち 、 歯 口 ２ を 挟 ん で 対 向 す る 前 後 の 針 床 ３ ， １ ０ ３ の 少 な く と も 一 方 に 複
合 針 を 備 え る 横 編 機 １ で 、 歯 口 ２ に 締 糸 ２ １ と パ イ ル 糸 ２ ２ と を 供 給 し て パ イ ル 編 地 を 編
成 す る こ と が で き る 。 歯 口 ２ に 締 糸 ２ １ と パ イ ル 糸 ２ ２ と を 供 給 し て 、 複 合 針 の ス ラ イ ダ
７ ｂ ， １ ０ ７ ｂ の タ ン グ ７ ｄ ， １ ０ ７ ｄ に は パ イ ル 糸 ２ ２ の み を 掛 け 、 そ の 複 合 針 が 備 え
ら れ る 針 床 ３ ， １ ０ ３ に 対 向 す る 針 床 に 備 え ら れ る 編 針 に は 締 糸 ２ １ と パ イ ル 糸 ２ ２ と を
供 給 し て 編 目 を 形 成 す る 。 パ イ ル 糸 ２ ２ が 掛 け ら れ た 複 合 針 の ス ラ イ ダ ７ ｂ ， １ ０ ７ ｂ を
歯 口 ２ か ら 後 退 さ せ る と 、 パ イ ル 糸 ２ ２ は ス ラ イ ダ ７ ｂ ， １ ０ ７ ｂ の タ ン グ ７ ｄ ， １ ０ ７
ｄ か ら 脱 落 し て 解 放 さ れ る 。 パ イ ル 糸 ２ ２ が 複 合 針 か ら 解 放 さ れ る の で 、 べ ら 針 な ど 、 複
合 針 で は な い 編 針 が 備 え ら れ る 針 床 側 で 編 成 す る 編 地 に パ イ ル ル ー プ 編 目 を 形 成 す る こ と
が で き る 。 複 合 針 の 針 本 体 ７ ａ ， １ ０ ７ ａ は パ イ ル 編 目 の 形 成 に 使 用 し な い の で 、 パ イ ル
編 目 の 形 成 の 際 に 、 他 の 編 目 を 保 持 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 で あ る パ イ ル 編 成 方 法 に 使 用 す る 横 編 機 １ の 主 要 部 分 の 構
成 を 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 と し て の パ イ ル 編 成 方 法 で 、 １ コ ー ス 目 と し て 、 前 方 側 の
針 床 ３ で 編 成 す る 編 地 ２ ０ へ の パ イ ル 編 目 形 成 を 開 始 す る 状 態 を 示 す 簡 略 化 し た 歯 口 付 近
の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 続 け て 、 締 糸 ２ １ を 引 込 む 状 態 を 示 す 簡 略 化 し た 歯 口 付 近 の 側 面 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 と し て の パ イ ル 編 成 方 法 で 、 ３ コ ー ス 目 と し て 、 フ ッ ク ７
ｃ に パ イ ル 糸 ２ ２ を 受 け る 状 態 を 示 す 簡 略 化 し た 歯 口 付 近 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 続 け て 、 旧 ル ー プ ２ ３ を ノ ッ ク オ ー バ さ せ る 状 態 を 示 す 簡 略 化 し た 歯 口 付
近 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 と し て の パ イ ル 編 成 方 法 で 、 ４ コ ー ス 目 の 始 め の 方 で 、 後
方 側 の 針 床 １ ０ ３ の ス ラ イ ダ １ ０ ７ ｂ を 歯 口 ２ か ら 下 降 後 退 さ せ て 、 タ ン グ １ ０ ７ ｄ に 掛
け ら れ て い た パ イ ル 編 目 ２ ４ を 払 う 状 態 を 示 す 簡 略 化 し た 歯 口 付 近 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 続 け て 、 後 方 側 の 針 床 １ ０ ３ で 編 成 す る 編 地 １ ２ ０ へ の パ イ ル 編 目 形 成 を
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開 始 す る 状 態 を 示 す 簡 略 化 し た 歯 口 付 近 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 続 け て 、 締 糸 ２ １ を 引 込 む 状 態 を 示 す 簡 略 化 し た 歯 口 付 近 の 側 面 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 と し て の パ イ ル 編 成 方 法 で 、 ６ コ ー ス 目 と し て 、 フ ッ ク １
０ ７ ｃ に パ イ ル 糸 ２ ２ を 受 け る 状 態 を 示 す 簡 略 化 し た 歯 口 付 近 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 続 け て 、 旧 ル ー プ １ ２ ３ を ノ ッ ク オ ー バ さ せ る 状 態 を 示 す 簡 略 化 し た 歯
口 付 近 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 と し て の パ イ ル 編 成 方 法 で 、 ７ コ ー ス 目 の 始 め の 方 で 、
前 方 側 の 針 床 ３ の ス ラ イ ダ ７ ｂ を 歯 口 ２ か ら 下 降 後 退 さ せ て 、 タ ン グ ７ ｄ に 掛 け ら れ て い
た パ イ ル 編 目 １ ２ ４ を 払 う 状 態 を 示 す 簡 略 化 し た 歯 口 付 近 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ 　 横 編 機
　 ２ 　 歯 口
　 ３ ， １ ０ ３ 　 針 床
　 ７ 、 １ ０ ７ 　 編 針
　 ７ ａ ， １ ０ ７ ａ 　 針 本 体
　 ７ ｂ ， １ ０ ７ ｂ 　 ス ラ イ ダ
　 ７ ｃ ， １ ０ ７ ｃ 　 フ ッ ク
　 ７ ｄ ， １ ０ ７ ｄ 　 タ ン グ
　 ９ 　 編 針 作 動 用 カ ム 機 構
　 １ １ ， １ １ ａ ， １ １ ｂ 　 ヤ ー ン フ ィ ー ダ
　 ２ ０ ， １ ２ ０ 　 編 地
　 ２ １ 　 締 糸
　 ２ ２ 　 パ イ ル 糸
　 ２ ３ ， １ ２ ３ 　 旧 ル ー プ
　 ２ ４ ， １ ２ ４ 　 パ イ ル 編 目
　 ２ ５ ， １ ２ ５ 　 パ イ ル ル ー プ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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